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   Furadantin C was administered to the patients with urinary tract infection and its effects, 
both therapeutic and side, were studied. It obviously lessened the  stomach trouble that the 
previous nitrofuran used to cause frequently.
は じ め に
尿 路感 染症 に対 す る抗生剤の治療はた えず改
善 に改善 を積 み重ね られて いるが,な お頑強に
抵抗 す る耐性 菌の出現 に悩 まされて いるのが現
状 であろ う.ま たいっぽ う抗生 剤の使用法 も こ
れ ら耐性菌 の発生 と関連性 があ ると考え られ,




され て以来nitrofuranの抗菌効果 を 挙 げなが
ら,そ の毒性 の点 よ り放置 されていたが,1953
年 に至 りMintzereta1,らに よってnitro-
furanによる臨床 的効果 が認め られて きた.本
邦 でも1946年に西 海枝 に よってすでに開発 され
て いたが,抗 生 剤の蔭 に隠 されていたのが現状
で ある.著 者 の1人 江本5)はnitrofurantoin
(フラダ ンチ ン)の 治療 効果について1965年に
慢 性尿路感染症 の長期化学療法 としてその治験
を発表 した.
本剤 の尿路感染症 の治療 への期待 は本邦 よ り
欧 米にお いて抗生剤 との併用療法 として多 くみ
られ てレ・た.し か し本 剤の投与 に対 して 胃腸障
害を訴 え る例 が しば しばみ られ るので,長 期投
与を続け る ことが 不可能 にな るこ とを 経験す
る.こ の点 を考慮 して種 々の結 晶サ イズの 二下
ロフラン トイン と消化 器障害 の関係 より,結 晶
サ イズの大型化 に よ り副作用を減 らさせる こと
が判 明 し,フ ラダ ソチ ンCと して新 たに山之内
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急 性 膀 胱 炎
急 性 腎 孟 腎 炎
前 立 腺 肥 大 症
術 後 膀 胱 炎
性 膀 胱 炎慢
(神経因性膀胱・憩室)
尿 道 炎
































































































































を同時に摂 るように 指導 した。 入院 患者15人には
Placeboも用い,Placebo(2日間),つぎにFMC
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であ り,こ の逆の場合,FMCに 副作用が強く出て
FDに対しては弱い副作用の発現という症例は経験し








































討には 胃症状を 主眼 として見てきたのである











であれば,休 薬後 直ちに改善 され るもので,こ
の点は今 回の検討 で 胃症状の消失は急速であ る
ことが判明 した.FMC内 服時 に牛 乳な ど濃 厚
液 にて服 用す るが,食 後 直ちに服用をすすめ る
ことが,な おいっそ うの副作用 防止 に役 立つで
あろ うと推測 され るが,患 者に よっては必ず し
も実行 されていない ようである.
nitrofurantoin剤と抗生 との併用 は クロラ
ムフェニ コール,テ トラサ イ ク リン.オ キシテ
トラサイ ク リソ,エ リス ロマイシンなどに相乗
作用6}が認 められ てお り,慢 性腎孟腎炎 な どの
長期療法 に欧米 では好 んで用 い られ てお り,わ
れわ れも今後 さ らに本剤 と他剤 との併用療法 を
続け てゆ くつ も りである.
なお長期投与例に肝機能,血 液像に異常 を見
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